
国際会長主題   ともに、光の中を歩もう 

アジア会長主題  ワイズ運動を尊重しよう 

東日本区理事主題 広げようワイズの仲間 

富士山部長主題 活き活き仲良し富士山倶楽部 

富士会長主題   豊かな心で楽しい活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*富士クラブ 4月例会  

日時  2018 年 4 月 11 日（水） 18：30～ 

場所  ホテルグランド富士 

受付            増田 隆君 

司会            吉澤廣美君 

1.開会点鐘        漆畑義彦会長 

1.開会の辞         鈴木靖巳君 

1.ワイズソング、ワイズの信条   司会 

1.区理事・部長・会長主題の唱和  司会 

1.会長挨拶        漆畑義彦会長 

1.ゲスト、ビジター紹介  漆畑義彦会長 

1.食前の感謝        仲澤昭夫君 

1.30 周年記念例会の反省と 30 年誌への取組 

1.誕生日 

1.各委員会報告 

1.書記、会計、事務局報告 

1.出席率・スマイル報告 

1.閉会の辞         高野 亨君 

1.閉会点鐘        漆畑義彦会長 

 

※4 月誕生日 4/25 樫村弘子君 

 

 

スマイル 9万円は東日本大震災復興に、理事へ 

在籍数 19 名 出席数 12 名 スマイル  ＣＳ基金 0 円 

功労者 １名 出席率 63.2％ 同上累計 83,000 円 同上累計 2,916 円 

連絡主事 １名 ゲスト 2 名 ビジター 110 名 計 124 名  

第３０期クラブ役員 

会長 漆畑 義彦  書記 高野  亨 

A 副 増田  隆   会計 小澤 嘉道 

B 副 吉澤 廣美   監事 樫村 好夫 

監事 仲澤 昭夫 

巻 頭 言                    

30 周年記念例会をふりかえり 

小澤嘉道 

春爛漫、私の住む近くの広見公園では満開

を迎えた桜を楽しむ人たちが多く見受けられ

ます。つい一月前には雪の心配ばかりしてい

たのに、改めて季節の早さを感じます。 

 今年度、富士クラブは 30 周年を迎え、3月

24 日に記念例会が富士ロゼシアターで開催

されました。小長井富士市長、栗本東日本区

理事をはじめ関東方面、富士山部から多数の

ワイズメンに出席していただき、また、京都

からはＤＢＣのエイブルクラブ６名のワイズ

メンがお祝いに駆けつけていただきました。

遠いところをありがとうございました。 

樫村先生差し入れの鏡開きからはじまった

懇親会。『よいしょ！よいしょ！よいしょ

～！！』の掛け声でお祝いムードは倍増しま

した。料理もお酒も充分用意され皆さん大変

満足して帰られた事と思います。 

当日はただ慌ただしく時間が過ぎてしまい

30 周年を味わうことが出来ませんでしたが、

式典は大成功だった事と思います。 

（次ページに続く） 
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私は、せこく樽酒の残りを少しいただいて帰り、

我が家で改めて 30 周年の余韻に一人浸りまし

た。 

数か月も前から毎週毎週行われた実行委員会。

漆畑会長、鈴木靖巳実行委員長をはじめ委員会

の皆さま本当にお疲れ様でした。委員会後の二

次会は楽しみの一つであり、いつも楽しいひと

時を過ごさせてもらいました。ワイズの楽しみ

方ってこれもありかな？ 

 こんな私ですが、これからもよろしくお願い

します。 

マイタイム     高野 亨 

 富士ワイズメンズクラブ 30 周年の記念例会

も無事に終わり、安堵感を少しずつかみしめて

味わっています。昨年の川越での東日本区大会

でのアピールをスタートとして、ほぼ毎週 YS30

実行委員会を重ね、3月 24 日の髙田稔氏の記念

講演「サッカーこそ我が師」へは子供達 230 名

の参加を頂き、充実した記念例会ができました。

メンバーの皆様、本当に御苦労様でした。 

誌上マイタイムという事で、テーマを考えて

いました。ふとカレンダーを見ましたら 4月 11

日の例会日が私の父の命日（1 周忌）でした。

そうだ、父を偲ぶ思いを書かせてもらおうと考

えました。 

それは、病院の退院も近かったのですが突然

の死でした。1～2ヶ月は対応に追われ、ただバ

タバタせわしなくしておりました。やっと落ち

着いた頃、ふと心の中（頭の中）にポッカリと

ブラックホールがある様に感じられました。何

かな？と考えると、父がいつか亡くなるという

事は頭では理解できていても心がついていって

いないんだなと思いました。私は父が 22 歳の子

でしたので、年の差が近い事もあり、振り返れ

ばいつも共に遊び共に仕事をし、もちろん生活

もいっしょでした。その為、単なる父親の死だ

けでなく兄貴と親友の 3人を一度に失った喪失

感がポッカリとブラックホールの様に感じるん

だなとつくづく思いました。 

毎日、心の中では語り合い、毎週墓参をして

いますが、よく言う「孝行したい時に親はなし」

を身にしみて実感しています。あの時、こうし

てやれば、ああしてやればと後悔の思いはつき

ません。残った母には後悔のない様にと思いま

すが、なかなか男は照れくさくてできません。

「こんな愚息で勘弁してよ」で済ますしかない

のでしょうか。 

富士クラブ 30周年記念例会 3/24（土） 

第一部髙田稔氏「サッカーこそ我が師」講演会

第二部記念例会、第三部懇親会が多数の市民は

じめワイズの仲間たちの参加のもと滞りなく行

なう事が出来ました。感謝申し上げます。 

 
“受付をしっかり頼みますよ“ 

 
「サッカーこそ我が師」髙田稔様講演 

良き師と出会い、影響を受けて前に進めた 

 
第一部講演会、330 席がほぼ埋まりました 

 
第二部記念例会 漆畑富士クラブ会長挨拶 

30 周年の感謝と富士クラブ事業を総括した 



 
第三部懇親会 鏡開きでスタート！ 

 

 

 

 

 
飲んでよし、食べてよし。笑顔、笑顔。 

 
京都エイブルクラブより 6名がお祝いに駆けつ

けてくれました。 

 

 
3 月誕生日の皆さん、おめでとうございます。 

 

 
司会の千野真紀さん、さすがアナウンサーです。 

 

 
富士クラブの面々。毎週毎週話し合いを持ち、

無事終了してホットしています。 

 


